
冒
頭
ま
ず
、
柴
田
現
評
議

長
、
続
い
て
安
藤
副
執
行
委

員
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

「
労
働
組
合
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
に

つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し

た
後
、
野
田
執
行
委
員
よ
り

日
本
の
労
働
者
の
現
状
と
問

題
点
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。
労
働
の
規
制
緩

和
を
受
け
て
非
正
規
雇
用
者

の
増
加
が
進
み
、
日
本
国
内

に
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば

れ
る
人
が
５

５
０
万
人
も

い
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。

消
え
た
年
金

問
題
や
治
安

悪
化
を
始
め
、

最
近
の
い
ろ

い
ろ
な
問
題

の
一
因
と
も

な
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
動

き
に
少
し
で

も
歯
止
め
を

か
け
、
人
間

ら
し
い
生
活

を
送
る
た
め

に
も
団
結
し

て
組
合
活
動

を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

翌
日
は
、

08

春
闘
情
勢

及
び
現
業
職

員
を
取
り
巻

く
情
勢
の
講

義
が
あ
り
、

今
後
の
各
職

種
の
取
り
組

み
や
、
一
番

の
課
題
と
な

る
と
思
わ
れ
る
現
業
職
員
の

給
与
見
直
し
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

意
見
、
討
論
の
時
間
を
取
り
、

参
加
者
か
ら
多
く
の
意
見
や

問
題
点
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
講
座
は
、
基

本
に
立
ち
返
り
、
「
労
働
組

合
と
は
何
か
？
」
と
い
う
基

本
的
な
こ
と
を
再
認
識
し
、

そ
し
て
、
参
加
者
一
人
ず
つ

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
有
意
義
な
講
座

だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
組
合
員
一

人
一
人
の
意
見
を
出
し
て
い

た
だ
く
場
を
つ
く
り
、
今
後

の
自
分
た
ち
の
組
合
活
動
に

役
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
組
合
員
の
活

発
な
意
見
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
皆
様
の
積
極
的
な
参

加
を
期
待
し
ま
す
。

〈
副
議
長

笹
山
〉

※
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
は
、

正
社
員
並
み
に
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
い
て
も
、
ギ
リ
ギ
リ
の

生
活
さ
え
維
持
が
困
難
、
も

し
く
は
生
活
保
護
の
水
準
以

下
の
収
入
し
か
得
ら
れ
な
い

就
労
者
の
社
会
層
の
こ
と
。

愛知県職連合会
現 業 評 議 会
名古屋市中区三の丸2-3-2

愛知県自治センター
代 表 052-951-4036
Ｆ Ａ Ｘ 052-972-0649
www.aichikenshoku.gr.jp
gengyou08@aichikenshoku.gr.jp
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○ 役員学習講座を開催

○ 現評レク日程決まる

○ 主任条件の変更

当 面 の 日 程
◇ 支部等代表者会議
３月８日(土) 午後１時30分～４時

アイリス愛知
４月12日(土) 午後１時30分～４時

アイリス愛知
◆ 本部役員会議

３月８日(土) 午前10時30分～12時
組合本部会議室

４月12日(土) 午前10時30分～12時
アイリス愛知

現
業
評
議
会
は
、
さ
る
２
月
８
日
（
金
）
～
９
日

（
土
）
の
２
日
間
、
蒲
郡
市
の
サ
ン
ヒ
ル
ズ
三
河
湾

に
お
い
て
、
２
０
０
８
現
評
役
員
学
習
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
忙
し
い
業
務
の
な
か
、
２
３
名
の
現
業

役
員
が
集
ま
り
、
昨
今
の
緊
迫
し
た
情
勢
を
反
映
し

た
、
真
剣
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

◆
◇
現

評

さ

ま

◇
◆ご

無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。

久
々
の
投
稿
に
な
り
ま
す
。

投
稿
し
て
い
た
以
前
と
思
う
と
、

お
休
み
し
て
い
た
、
こ
の
数
年

間
で
我
々
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

一
変
し
て
し
ま
い
、
大
変
な
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
大
変
っ
て
、
何
が
大
変
な
の
？
」

そ
り
ゃ
あ
、
み
な
さ
ん
考
え
て

み
れ
ば
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

「
と
に
か
く
何
も
か
も
が
、
大

変
な
ん
で
す
。
」

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
汗
か

き
！
！
『
大
変
』
と
い
う
怪
物

に
、
一
丸
と
な
っ
て
立
ち
向
か
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
加
茂
支

部

Ｓ
）



役
員
学
習
講
座
の
参
加
者
全

員
か
ら
、
職
場
の
実
態
や
要
求
・

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
意
見
・
要
望
】

○

城
山
病
院
給
食
委
託
問
題

に
つ
い
て
、
県
職
連
合
全
体
の

問
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
取
り

組
ん
で
欲
し
い
。
本
部
も
協
力

し
て
欲
し
い
。

○

正
規
職
員
と
嘱
託
職
員
が

混
在
す
る
職
場
で
す
。
休
憩
時

間
の
取
り
方
や
給
料
等
で
差
が

あ
る
。
い
つ
も

気
ま
ず
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

外
の
人
か
ら
見
れ
ば
誰
が
正
規

で
誰
が
嘱
託
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

○

設
楽
寮
は
公
舎
化
し
て
残

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
20
年
度
、

萩
山
寮
と
小
幡
寮
は
廃
止
と
な

る
。
設
楽
寮
は
、
現
在
33
名
の

職
員
が
寮
に
入
っ
て
い
ま
す
。

２
名
体
制
で
今
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
設
楽
ダ
ム
関
係

で
入
寮
者
が
50
名
ぐ
ら
い
に
増

え
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
職
員
の

増
員
し
な
い
と
や
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。

○

段
戸
山
牧
場
で
は
、
昨
年

の
定
年
退
職
で
１
人
退
職
し
た

の
に
補
充
が
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
現
在
２
人
と
再
任
用
１
人

で
仕
事
を
回
し
て
い
ま
す
。
人

は
減
っ
た
の
に
仕
事
の
量
、
内

容
は
そ
の
ま
ま
で
す
。
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
大
型
機
械
７
台
あ
る

が
、
人
手
が
な
く
、
１
人
で
２

～
３
台
も
乗
り
こ
な
し
て
仕
事

を
や
っ
て
い
ま
す
。
数
合
わ
せ

だ
け
の
配
置
で
は
な
く
、
仕
事

の
出
来
る
人
の
人
員
配
置
を
考

え
て
ほ
し
い
。

○

自
分
は
も
う
す
ぐ
定
年
で

す
が
、
若
い
人
た
ち
が
仕
事
に

希
望
が
も
て
る
よ
う
に
今
後
の

活
動
を
す
す
め
た
い
。

○

若
年
層
へ
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
で
差
額
が
出
さ
れ
た
年
だ
っ

た
が
、
中
高
年
層
へ
の
見
返
り

が
な
か

っ
た
。
賃
上
げ
春
闘

が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
県
職
と

し
て
も
目
に
見
え
る
運
動
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

○

動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

の
職
場
で
は
、
豊
橋
市
が
中
核

市
と
な
り
、
事
務
所
に
は
豊
橋

市
職
員
と
県
職
職
員
と
嘱
託
職

員
（
２
名
）
で
同
じ
仕
事
を
し

て
い
る
。
勤
務
時
間
や
給
料
な

ど
に
差
が
あ
り
、
大
変
や
り
に

く
い
部
分
が
あ
り
、
今
後
こ
の

よ
う
な
職
場
に
な
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。

○

農
業
総
合
試
験
場
で
は
、

４
月
か
ら
知
的
障
害
者
を
採
用

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
現

場
に
し
わ
寄
せ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
欲
し
い
。

○

定
年
ま
で
残
り
少
な
い
。

89
歳
の
親
を
抱
え
、
先
ほ
ど
話

が
あ
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
実
施
さ
れ
る
と
経
済
的
に

も
不
安
で
あ
る
。

【
質
問
】

○

農
業
総
合
試
験
場
牛
グ
ル
ー

プ
で
は
、
４
月
か
ら
１
人
減
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
研
究
職

の
減
な
の
か
。
現
業
職
員
の
減

な
の
か
。

○

定
年
後
、
再
任
用
で
現
職

場
に
残
り
た
い
。
希
望
を
尊
重

出
来
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

○

愛
知
病
院
の
嘱
託
職
員
に

つ
い
て
、
公
募
採
用
の
者
と
公

募
前
の
嘱
託
員
が
い
る
。
身
分

に
違
い
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
く
か
。

○

１
月
１
日
～
３
日
に
出
勤

し
た
場
合
の
手
当
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

○

現
業
職
員
の
主
査
級
昇
任

基
準
は
あ
る
の
か
。

○

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

実
施
さ
れ
る
と
扶
養
手
当
は
あ

る
の
か
。

毎年恒例の現評交流レクリエーションの

日程が決まりましたのでお知らせします。

日程：2008年７月５日(土)～６日(日)

行き先は現在検討中ですが、今年も楽し

い企画を考えていますので、皆様ぜひスケ

ジュール表に記入をお願いします。

今回も、共済組合の宿泊利用補助、互助会のカフェテリ

アプランの利用が可能です。

乗車場所も例年どおり、コロニー、がんセンター中央病

院、地下鉄一社駅、岡崎・農業大学校、名鉄国府駅、新城

設楽建設事務所を予定しています。

さて、ここで『クイズ』です。

現評交流レクは県職連合会になってから、今回で２回目

のレクになります。

では、現評交流レクは通算すると今回で何回目のレクに
なるでしょうか。？
正解は、レク当日に発表します。正解者の中から１名様

(レク参加者)には、豪華景品を差し上げます。また、レク

当日には楽しいクイズやゲームも企画致しますので、皆様

多数の参加をお待ちしております。

担当：がんセンター中央病院給食 友山まで

電話:０５２－７６４－２９１７

現業職員(技術職員及び技能職員に限る)の主任級昇任
条件については、平成19年度給与改定による初任給基準

の引き上げ等に伴い、一部改正されます。
１ 選考資格

技術職員の高卒初任給基準に96号を足した級号給に
到達している者を対象として、勤務成績が良好と認め

られ、部局長から推薦がある者とする。
◎ 必要な到達号給は、『２級65号給以上』の条件で主
任級に昇任し、適用級３級に昇格します。

ただし、既に適用級(３級)に到達している者につい

ては、３級48号給に到達している者が対象となります。
２ 昇任時期

昇任時期は毎年４月１日付けとなります。


